
ク
ロ
ア
チ
ア
で
研
鑽
を

積
ん
だ
ビ
ア
ニ
ス
ト
の
西

井
葉
子
が
、
３
月
に
ヴ
ィ

ン
テ
ー
ジ
ユ
一
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

ス
タ
イ
ン
ウ
エ
イ
「Ｃ
Ｄ
３

６
８
」
で
リ
サ
イ
タ
ル
を

開
′、
「
Ｃ
Ｄ
３
６
８
』
の
音
は

と
て
も
奥
が
深
く
、
私
の

人
生
最
大
の
出
逢
い
の
一

つ
と
思
え
る
ほ
ど
魅
力
的

な
ピ
ア
ノ
で
す
。
タ
ッ
チ

の
感
覚
、
出
て
く
る
音
の

多
様
性
、
可
能
性
、
す
べ

て
に
お
い
て
現
代
の
ビ
ア

ノ
と
は
ま
る
で
違
う
の
で

す
。
高
音
部
の
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
音
、
低
音
部
の
轟
音
な
ど
は
、
ホ
ロ
ヴ

ィ
ッ
ツ
が
愛
用
し
た

「
Ｃ
Ｄ
７
５
」
な
ど
と
同
じ
性
格
、
方
向
性
を
備

え
て
い
ま
す
が
、
・・．里
思
場
の
音
質
に
違
い
や
個
性
を
感
じ
ま
す
。
私
は
、

『Ｃ
Ｄ
３
６
８
』
の
中
音
域
に
お
け
る
独
特
の
何
と
も
言
え
な
い
本
質

の
温
も
り
の
あ
る
音
に
惹
か
れ
て
い
る
の
で
す
」

そ
の
音
は
、
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
ば
か
り
の
Ｃ
Ｄ
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
さ
れ

て
い
る
ペ
ヤ
チ
ェ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
作
品
に
祖
応
し
い
の
だ
と
い
つヽ
。

「
ヨ
シ
ポ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
《
ガ
ラ
ス
玉
演
戯
》
は
、
留
学
時
代
に
ど

っ
ぷ

リ
ハ
マ
っ
た
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ツ
セ
の
同
名
の
小
説
に
ち
な
ん
だ
作
品
だ

と
あ
る
日
気
づ
き
、
『こ
れ
は
演
奏
し
な
け
れ
ば
―
』
と
思

っ
た
の
で

す
。
彼
は
ヘ
ッ
セ
の
こ
の
作
品
を
見
事
に
音
楽
で
表
現
し
て
い
ま
す
。

ガ
ラ
ス
玉
の
透
明
感
、
色
彩
感
、
そ
し
て
特
に
空
間
、
宇
宙
的
な
広
が

ヴ

了

ノ

ノヽ

尚
ノ

ェ

テ
ー
ジ

上

一
ュ
ー
∃
―
ク

・
ス
タ
イ

イ

「
Ｃ
Ｄ
３
６
８
」
で
ク

ロ
ア
チ

ア

り
を
感
じ
る
作
品
で
す
」

ペ
ヤ
チ
ェ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
作
品̈
に
つ
い
て
は
、
ア
恢

女
は
１９
世
紀
後
半
か
ら
２０
世
紀
初
め
に
か
け
て
活

躍
し
た
作
曲
家
で
、
そ
の
作
品
は
全
体
に
詩
的
で

抒
情
的
で
色
彩
豊
か
。
後
期
ロ
マ
ン
派
の
色
が
濃

い
。
ク
ロ
ア
チ
ア
の
作
曲
家
と
言

っ
て
も
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
時
代
に
お
け
る
貴

族
の
家
系
に
生
ま
れ
、
ド
レ
ス
デ
ン
や
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
、
ウ
ィ
ー
ン
な
ど
ド
イ
ツ
語
文
化
圏
と
の
関
わ

り
や
影
響
が
大
き
く
、
北
欧
の
影
響
も
見
ら
れ
そ

の
ｒＴ
身
は
複
雑
で
す
」
と
話
す
。

こ
こ
１０
年
ほ
ど
の
間
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
音
楽
界

で
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
作
曲
家
に
よ
る
作
品
の
楽

譜
の
出
版
数
、
そ
の
普
及
に
は
Ｈ
を
見
張
る
も
の

が
あ
る
の
だ
と
い
う
。

「初
め
て
渡
航
し
た
１
９
９
８
年
頃
に
は
、
今
回

リ
サ
イ
タ
ル
で
弾
く
ペ
ヤ
チ
ェ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
ほ
ぼ
完
全
に
埋
も
れ
て
い

て
、
当
時
、
私
が
最
初
に
出
逢
っ
た
ク
ロ
ア
チ
ア
の
作
曲
家
は
パ
パ
ン

ド
プ
ロ
。
ペ
ヤ
チ
エ
ヴ
ィ
ッ
チ
を
知

っ
た
の
は
そ
の
１
～
２
年
後
の
こ

と
で
す
。
ま
だ
ま
だ
発
掘
し
甲
斐
の
あ
る
静
か
な
環
境
の
下
で
、
ペ
ヤ

チ

ェ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
《
ば
ら
》
や
ヨ
シ
ポ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
《
ガ
ラ
ス
玉
演

戯
》、
ク
ン
ツ
の
作
品
に
出
逢
い
、
徐
々
に
ク
ロ
ア
チ
ア
人
の
作
曲
家

に
興
味
が
湧
い
て
き
ま
し
た
が
、
当
時
は
そ
れ
ら
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
楽
譜

は
す
ぐ
に
は
手
に
入
ら
な
か
っ
た
し
、
出
版
さ
れ
て
い
る
も
の
も
限
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
ペ
ヤ
チ
ェ
ヴ
ィ
ッ
チ
に
し
て
も
、
『ピ
ア
ノ
・ソ
ナ
タ
』

変
口
短
調
Ｏｐ
３６
が
出
版
さ
れ
た
の
は
２
０
０
２
年
、
小
品
全
４８
曲
や

『ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
』
変
イ
長
調
Ｏｐ
５７
の
楽
譜
が
出
版
さ
れ
た
の
は

２
０
０
５
年
の
こ
と
で
す
」

「ドラ ペヤチェヴィッチ:ピアノ作品全集JCD発売記念コンサート〈会場〉
3月 28日 15時 く会場〉タカギクラウィア松濤サロン (※ チケットは完売)。
CD「 ドラ ペヤチェヴィッチピアノ/作品全集」[HERB023/024](2枚
組)が 2月 20日に発売されたばかり(八―ブクラシックスより)

の
ク
秘
曲
ク
を
ｌ

Ｃ
Ｄ
も
リ
リ
ー
ス

[lnformat on]

ONTOMO M00K

「課鏃編名作オペラに酔う!」

「音楽の友」本誌で執筆されている音楽評論家の方々

が、古今東西の名作オペラ50作品をわかりやすく解

説。近年、実際に接したステージの印象や演出、舞台

美術などにも触れて頂きながら、現代における各作品

の上演の トレン ドがわかるような構成になつていま

す。併せて、「音楽の友」編ならではのオペラ指揮者や

歌手一一 リッカル ド ムーティ、アン トニオ ノミッパ

ーノ、バルバラ フリットリ、他――などのインタヴ
ュー記事も掲載 1巻末には、今春以降の世界各地のオ

ペラ上演情報も収録c春からのプランニングにお役立

て下さい。オペラ フアン必携の 1冊です |(A4変
型 /192頁  1800円 +税 )

〈主な項目〉

*世界の名プロダクションーー話題のス

テージから

*名作オペラ50選
*オペラ名演奏家インタヴユー :リ ッカル

ド・ムーティ/バルバラ・フリットリ/ア
ントニオ・パッパーノ/ロ バー ト・デーィ
ン・スミス/■岡敏之/沼尻竜典/他
*オペラ演出「いま・むかし」
*国内外 オペラ公演スケジュールー覧

92


